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鋼構造・コンクリート 橋梁 施工計画

鋼構造・コンクリート 橋梁 維持管理

鋼構造・コンクリート 橋梁 維持管理

鋼構造・コンクリート 橋梁 基本（予備・概略）設計

鋼構造・コンクリート 橋梁 実施（詳細）設計

現道拡幅 施工計画

道路

鋼構造・コンクリート 橋梁 基本（予備・概略）設計

鋼構造・コンクリート 橋梁 実施（詳細）設計

鋼構造・コンクリート 橋梁 施工計画

- 受注者名） -

受注者名） （株）復建技術コンサルタント

業務名）

競争参加
資格未資
格者

施工管理（調査
等）業務の受注
者

道路

道路

道路 道路 実施（詳細）設計

道路

道路 現道拡幅 実施（詳細）設計

道路 実施（詳細）設計

現道拡幅 基本（予備・概略）設計

道路 道路

現道拡幅 実施（詳細）設計

道路

技術者資格

①技術士【総合技術監理部門（建設部門ー道路）又は（建設部門ー鋼構造及びコンクリート）】の資格を有し技術士法に
よる登録を行っている者。
②技術士【建設部門（道路）又は建設部門（鋼構造及びコンクリート）】の資格を有し技術士法による登録を行っている者。
③RCCM（鋼構造及びコンクリート部門又は道路部門）の資格を有し、RCCM資格制度規定による登録を行っている者。
④土木学会認定土木技術者【特別上級土木技術者、上級土木技術者または１級土木技術者（いずれも［鋼・コンクリー
ト］又は［設計］又は［橋梁］分野）】の資格を有し、土木学会認定土木技術者資格制度による登録を行っている者。

外国資格を有する技術者（日本国及びWTO政府調達協定締約国その他建設市場が開放的であると認められる国等の
法人に所属する技術者に限る）を予定する場合は、あらかじめ技術士相当又はRCCM相当と旧建設大臣認定又は国土
交通大臣認定を受けている必要がある。

競争参加要件
その他 業務実施体制が「不適」の場合には競争参加を認めない。

業務名） 東北自動車道　福島管理事務所　橋梁補修施工管理業務

手持ち業務金額及び件数が、次の①及び②のいずれにも該当しないこと。
①1 件500 万円以上の管理技術者又は担当技術者として従事している手持ち業務について契約金額の合計が4 億円以
上
②1 件500 万円以上の管理技術者又は担当技術者として従事している手持ち業務について契約件数の合計が10 件以
上
なお、手持ち業務に複数年度にわたる契約業務（※）がある場合の手持ち金額については、「手持ち業務毎に、履行期
間の総月数を分母とし、審査基準日が属する年度に係る履行月数を分子として算出した割合を手持ち業務毎の契約金
額に乗じて得た額」の合計額を手持ち業務の金額として評価する。
また、手持ち業務について、「低入札価格調査対象業務」がある場合は、①の金額は2 億円以上、②の件数は5 件以上
とする。

平成１９年度以降に元請として完成及び受渡しが完了した業務において、次に示す同種業務の実績を有すること。
業務実績情報システム（以下、「テクリス」という。）の業務実績データ（技術データ）で次のいずれかのデータ登録を行っ
ている者。または、同等の契約実績のある者であること。

業務分野 業務段階１ 業務段階２ 業務段階３

道路 道路 基本（予備・概略）設計

企業に求
める事項

業務段階２

現道拡幅 施工計画

競争参加要件

開札時において、以下に示す業種区分の「令和３・４年度競争参加資格」を有する者であること。

業種区分

同種業務

予定管理
技術者に
求める事

項

審査基準 審査基準日において、次に掲げる基準を満たす技術者を、本件業務に配置できる者であること。

道路設計

審査基準
審査基準日において、平成１９年度以降に元請として完成及び受渡しが完了した業務において、次に示す同種業務の
実績を有すること。

同種業務

手持ち業務金額
及び件数

業務実績情報システム（以下、「テクリス」という。）の業務実績データ（技術データ）で次のいずれかのデータ登録を行っ
ている者。または、同等の契約実績のある者であること。

競争参加資格要件等一覧表
業務名  東北自動車道　Ｒ４福島管内構造物補修設計

-

一括審査方式の対象 対象外

-

-

落札者の決定方法 総合評価落札方式

見積活用方式の対象 有

評価値の算出方法 加算方式

対象外

-

道路

-

-

競争契約の方法

入札ボンド 無

履行ボンド 有

調達手続の概
要

施工計画

一般競争入札方式

基本契約方式の対象

道路

道路

道路 施工計画

現道拡幅 基本（予備・概略）設計

業務分野 業務段階１

道路

業務段階３

基本（予備・概略）設計






